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大分県議会
平成23年
第1回定例会速報!!

骨太!!平成23年度骨格予算骨太!!平成23年度骨格予算
　平成23年度第1回定例県議会が2月23日㈬から3月15日㈫まで開会されました。平成22年度
一般会計2月補正予算と平成23年度一般会計当初予算を可決しました。
　また、今議会には議員提出の条例も制定されました。今後も県議会の力を高めていかなければ
なりません。

　平成23年度当初予算のポイント

　景気・雇用対策や危機管理予算、ビジョンの達成
に向けて取り組むべきものについては、新規事業で
あっても当初予算で計上。

　当初予算　543,407百万円
（対年比△8.5％）

　玉来ダムの建設調査（3.5億円）、竹田高校体育館の
建設（4億円）から家畜伝染病の初動防疫体制づく
り、ドクターヘリの研修、地域包括支援センターを
核にした高齢者の見守り体制の構築など、大分県の
今後を見すえた骨太骨格予算です。

　平成22年度一般会計2月補正予算のポイント

　補 正 予 算　△22,590百万円
　既決予算額　612,353百万円
　累　　　計　589,763百万円
　――――――――――――――――――――

（対前年度2月現計△8.4％）
　景気回復を後押しするため、国の交付金を活用し
たきめ細かな単独事業を実施（16億円）。
　台風等による災害が少なかったことなどに伴う公
共事業費の減（△179億円）。
　人件費などの義務的経費の減（△47億円）などで
す。
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土居昌弘の一般質問速報!!

　3月8日㈫、大分県議会平成23年第1回定例会の一
般質問に「子育ての問題」と「農業の課題」を掲げ
て登壇しました。
　現状の県政の手薄な分野を指摘し、手厚くするべ
きだと訴えました。県としましても、改善していく
という答弁を頂きました。
　今後もよりよい大分県づくりに努めていきます。

ストップ!!　児童虐待

検診を就学に活かす

就農者よ、来たれ!

（土居質問）
　児童相談所における児童虐待相談対応件数は、平
成21年度は全国では44,211件、大分県内は546件。い
ずれも過去最高。上半期に県内の児童相談所に寄せ
られた児童虐待相談件数は608件と、昨年度の約2倍。
　児童虐待対策に向けての知事の考えは。

（知事答弁）
「ほっとライン」をフリーダイヤル化し、相談しや
すい体制をとっていく。番号は0120-462-110。「子
育てよろず110番」としてご利用いただければ。
　また、1歳6か月児健診を受診していない就学前の
子どものいる家庭は、孤立している可能性もあるこ
とから、個別に訪問し支援していく。

（土居質問）
　知的障がいや発達障がいといった障がいは、早期
の発見と早期の療育により、障がいの軽減の可能性
や治療効果の高さがある。逆に障がいに必要と考え
られる療育を行わないことにより生じる情緒混乱や
自傷行為といった2次的障がいの問題も指摘されて
いる。

　就学前に受けた5歳児検診の検査結果や指導の記
録、療育の記録などの情報が就学を機に途切れてし
まっている。
　就学前の支援を生かした継続した支援がなされる
体制づくりが必要だが、どう考えるか。

（教育長答弁）
　障がいのある子どもの就学にあたっては、市町村
の福祉関係部局と教育委員会が連携し、就学前の検
診情報を、入学する学校につなぐとともに、入学後
の情報も蓄積し、継続的、効果的な指導に活かして
いく取り組みが必要。
　しかしながら、個人情報に関わる問題でもあるこ
とから、県内の状況は、関係機関相互の連携が充分に
は図られていない。
　県教育委員会では、平成 20 年度から県内 6市をモ
デル地域に指定し、学校と医療・保健・福祉関係者
等が連携して、乳幼児期から成人期までの一貫した
支援を行うため、個人ごとの相談支援ファイルの作
成等に取り組んでいる。
　こうした取り組みを県内で広く推進することによ
り、就学時にも継続した支援が行えるよう努めてい
きたい。

（土居質問）
　知事は、もうかる農業をやっている農家には後継
者がいる、とよく言われる。今まで以上に新規就農
者を確保するためには思い切った対策を考えるべき
だ。
　知事は、平成23年度の当初予算案の提案理由の中
で、今後5年間で新規就農者1,000人を確保する、と
表明されている。どうするのか。
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ハウスの高温対策をハウスの高温対策を
肉用牛振興を

ともに輝く社会づくり



●お問い合せ：土居昌弘七里事務所　竹田市大字会々1498-1　☎0974-64-0123・FAX64-0115

　第2に肥育対策。優秀な肥育素牛の導入支援のほ
か、肥育ステージに応じた飼料給与などきめ細かに
技術指導を行う。
　第3に流通販売対策では、「県外市場への出荷促進」
と「牛肉のうまみ基準を活用した販路開拓」に取り
組む。
　第4に自給飼料対策。「耕作放棄地等を活用した放
牧」、「コントラクター組織の育成」、「飼料用米等の
利用」を推進し、輸入飼料価格の変動に影響されな
い経営の実現を目指す。

土居昌弘の一般質問速報!!
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議員提出
　今回の議会では、大分県議会として7つ目（平成18年度以降）の政策的議員
提案条例を制定しました。「大分県がん対策推進条例」です。
　本県における死亡原因の第１位はがん。高齢化の進展に伴い、今後もがんに
なる人が増加することが懸念されます。
　この現状と課題を十分認識したうえで、県をあげて、がん対策に関連する各
種施策を推進して「安全で安心な大分県づくり」につなげていきます。

（前ページ続き）

安心して肉用牛生産に専念できるよう、将来の振興
ビジョンをしっかり示すとともに、生産から流通・
販売に至るそれぞれの分野において、きめ細かい支
援を行うことが重要。具体的にどのように進めてい
くのか。

（農林水産部長答弁）
　4つの対策を柱に肉用牛の振興を図る。
　第1に繁殖対策。「優秀な種雄牛の造成」、「高能力
雌牛への更新」、「子牛事故率の低減」に取り組む。

　大分県議会議員活動を通じて、農業や商工業、福祉、医療、
教育など、様々な観点から大分県行政を調査し、提言してま
いりました。私の提言を実現してくださいました政策、施策
もありますが、まだまだ道なかばのものもあります。
　竹田市民の願い、大分県民の希望を今後も実現していくた
め、渾身の力で精進し続けます。
　与えられた任期はあと１か月。皆様のご指導ご鞭撻をお願
い申し上げます。　　　大分県議会議員

こんしん

東日本大震災により被災された
　　皆様にお見舞い申し上げます
　大分県もこの度の震災に緊急対応しています。
医師団の派遣や救援物資の提供など、減災、復旧に
向けて活動しております。
　県議会としましても、全力で支援をしていきます。


